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Ⅴ．特記事項 

１．熊本地震による被害とそこからの復興 

平成 28(2016)年 4 月 14 日 21 時 26 分（前震）、それから 28 時間後の 4 月 16 日 1 時 25

分（本震）に熊本地方を震央とした震度 7 の地震が 2 夜連続して発生した。同一観測点で

震度 7 が 2 度も観測されたのは、気象庁の観測史上初めてのことである。わずか 3 日間で

震度 6 以上の余震が 7 回、半年間で震度 1 以上が 4,000 回を超えるなど、毎日が余震によ

る恐怖との闘いであった。熊本のシンボルである熊本城は天守閣や石垣が崩落し無惨な姿

となり、また阿蘇山一帯の大規模な土砂崩れにより、九州の東西を結ぶ国道 57 号線をは

じめとする道路や鉄道が寸断された。人的被害は死者数 273 人、避難者数は 18 万人以上

に上り、被災した家屋も 20 万件を超えた。まさに、未曾有の大震災であった。 

大学は新入生を迎え、授業がスタートしたばかりの時期であったが、建物や講義室・研

究室は崩壊し、電気や上下水道等のライフラインが壊滅するなど被害は極めて甚大であっ

た。特に、震源地に近かった空港キャンパスの被害は激甚であった。（図Ⅴ-1） 

図Ⅴ-1 熊本地震による本学の被害 

 

大学の再開もままならない中、学生や教職員の安否確認、学内の安全確認と授業再開に

向けた学修計画、ライフラインの復旧等を実施した。さらに、被災学生の授業料減免・震

災奨学金等の経済的支援、ボランティア活動の推奨とその支援、仮設校舎等の対応、設備・

備品の修理、建物の改修と再建計画、災害廃棄物の処理など、全教職員が一丸となって復

旧の対応にあたった。幸いにして、学生と教職員全員の無事が確認できたことで、前向き

の考え方ができるようになり、復旧についても、震災前より学生が活き活きと活動できる

楽しいキャンパスにしようと、県が提唱する「創造的復興」に取り組んだ。倒壊した 2 棟

の建物を改築し、校内の環境緑化等の整備も行ったことで、見違えるようなキャンパス・

アメニティとなり、学生も喜ぶ教育環境が実現できた。この「創造的復興」には、国の補

助金の後押しがあったことは言うまでもないが、残念ながら震災前より付加価値を付けた

創造的部分は補助の対象から除外され、自己資金での復旧となった。しかしながら、震災

からの「創造的復興」は、新しい時代に対応する投資であり、ピンチはチャンスと考え、

学生のアクティビティを中心に能動的な学修が実践できる教育施設として改築できた。 

私たちは、震災の復興・復旧の中で人と人との繋がりと温もりを知り、地域と一体にな

って歩んできた。そして改めて若者たちの行動力と力強さ、アグレッシブな姿勢に驚かさ

れた。コンソーシアムや私大協等、大学間の連携は大きな力になることも証明された。今

回の熊本地震における様々な対応や努力と、多くの犠牲から得た教訓を、未来に続くこれ

からの日本の防災・減災対策に大きく活かされることを切に願うものである。 


